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１．目的  

最終処分場における閉鎖措置として最終覆土を設置する必要がある。最終処分場の閉鎖から廃止の過程にお

いて最終覆土が果たす役割は大きく，特に，浸出水に影響を与える雨水浸透量の制御は重要な役割である。ま

た，最終処分場の覆土には土質系の覆土やシート系の覆土などがあり，土質系の覆土のひとつとしてキャピラ

リーバリア型覆土（以降，「CB 型覆土」と称す)がある。キャピラリー(毛管力)とは，表面張力による毛細管

現象のことで，この力を応用して細粒層と粗粒層の毛管力の差によって浸透に対するバリア(障壁)機能をもた

せたるものがキャピラリーバリアである。CB 型覆土とは，キャピラリーバリアを人工的に構築した覆土によ

って浸透水量を制御するものである 1）。 

CB 型覆土の側方排水性（浸透水量の制御機能）は，砂の物性によるところが大きい。しかし，CB 型覆土の

適用場所近傍で採取される砂が必ずしも CB 型覆土に適しているとは限らず，材料の確保に苦労することが多

い 2)。そのため，CB 型覆土への適用にあたっては，近傍で採取される砂の側方排水性を向上させる手法が必

要で，その手法として砂の細粒分を除去することが有効と考えられる。著者らは，砂の細粒分を除去すること

による側方排水性の向上について報告した 3)。しかしながら，砂の細粒分除去による側方排水性の向上による

実規模の CB型覆土への影響についての研究はほとんどない。 

本研究では，CB 型覆土の覆土構造（覆土長、勾配）の合理化を目的に，細粒分除去による側方排水性向上

が覆土構造へ与える影響について解析的に検討した。 

２．研究方法 

２．１ 試料の作成および地盤材料試験 

基本となる試料には，砂（細粒分＜5%，礫分＜5%）（以降「無洗

浄砂」と称す。）を用いた。また，骨材採取場で利用している砂洗

浄機械によって無洗浄砂を洗浄して洗浄砂（以降，「洗浄砂(実機 1

回)」と称す。）を作成した。さらに，砂洗浄機械によって無洗浄

砂を 2回洗浄した洗浄砂(以降，「洗浄砂(実機 2回)」と称す。)お

よび 3回洗浄した洗浄砂(以降，「洗浄砂(実機 3回)」と称す。)を

作成した。加えて，無洗浄砂を目開き 75μm のふるいの上で水洗

いし，ほぼ全ての細粒分を除去した洗浄砂（以降，「洗浄砂（試験

室）」）を作成した。 

上記の 5 種類の砂について，各種地盤材料試験（土の粒度試験

(JIS A 1204:2009)など）を実施した。また，側方排水試験によっ

て，各砂の側方排水性を検証した 3)。 
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図 1 解析の構造モデル 

図 2 気象条件 
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２．２ 解析方法 

解析には，有限要素法飽和不飽和浸透流解析(解析ソフト：

unsuf)4)を用いた。また，解析の構造モデルを図 1 に示す。また，

気象条件にはアメダスデータ（市浦：2010年）を用いた（図 2）。 

解析ケースを表 1に示す。解析では地盤材料試験を実施した試料

の内 3種類を抽出し，覆土長と勾配を変化させて解析を行った。 

３．研究結果 

３．１ 地盤材料試験結果 

各材料の細粒分含有率を表 2に示し，細粒分含有率と側方排水性

の関係を図 3に示す。本試験結果から，細粒分含有率が小さいほど

側方排水性が高くなることがわかる。つまり，細粒分を除去するこ

とで，側方排水性が向上する傾向があると判断できる 3)。 

３．２ 解析結果 

解析結果を表 3に示す。全ての覆土構造において洗浄砂（実機 2

回）は無洗浄砂に対して側方排水が増加し，浸透率が低下した。

また，洗浄砂（試験室）は洗浄砂（実機 2 回）に対して浸透率が

同等か若干低い程度であった。例えば，目標とする浸透率が 10%

の場合は，無洗浄砂は覆土長 5m，勾配 5%とする必要があるが，洗

浄砂は覆土長 10m，勾配 5%とすることができ，無洗浄砂に対して

覆土長を長くすることができる。 

４．まとめ 

CB型覆土の覆土構造（覆土長、勾配）の合理化を目的に、細粒

分除去による側方排水性向上が覆土構造へ与える影響について解

析的に検討した。具体的には，砂と洗浄して細粒分を除去した砂

（4 種類）に対して，粒度試験と側方排水試験を実施した。その

結果，細粒分を除去することで側方排水性が向上し，覆土長を長

くすることや勾配を緩やかにすることができるものと考えられる。 

今後は，複数の材料，複数の気象条件で検証する必要がある。 
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覆土長L 勾配i

(m) (%)

1-1 無洗浄砂 5 10

1-2 無洗浄砂 5 5

1-3 無洗浄砂 10 10

1-4 無洗浄砂 10 5

2-1 洗浄砂(実機2回) 5 10

2-2 洗浄砂(実機2回) 5 5

2-3 洗浄砂(実機2回) 10 10

2-4 洗浄砂(実機2回) 10 5

3-1 洗浄砂（試験室） 5 10

3-2 洗浄砂（試験室） 5 5

3-3 洗浄砂（試験室） 10 10

3-4 洗浄砂（試験室） 10 5

砂材料No.

表 1 解析ケース 

No. 試料名 細粒分含有率(%)

1 無洗浄砂 1.7

2 洗浄砂 （実機1回） 1.4

3 洗浄砂 （実機2回） 0.8

4 洗浄砂 （実機3回） 0.5

5 洗浄砂 （試験室） 0.1

表 2 各材料の細粒分含有率 

図 3 細粒分含有率と側方排水性の関係 3) 

表 3 解析結果 

覆土長L
(m)

勾配i
(%)

無洗浄砂
洗浄砂

(実機2回)
洗浄砂

(試験室)
無洗浄砂

洗浄砂
(実機2回)

洗浄砂
(試験室)

5 10 69 72 72 3 0 0

5 5 65 71 71 7 1 1

10 10 61 69 71 11 3 2

10 5 50 64 65 21 7 7

側方排水＊（%） 浸透率＊（%）

＊側方排水、浸透率は降水量（1897㎜）に対する百分率

覆土構造
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